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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、作家坂 口安吾の文芸 を研 究対象 とした ものである。
安吾の作品は小説 をは じめ とし、翻訳、評論、随筆、風俗時評、社会 時評 な ど非常 に多岐に
わた ってい るが、その根底 には常 に生身 の 「人間」 ということが据え られ、追 求 されている。
〈不条理〉 な現代 に生きる私たち にとって、そ うした安吾の根源 的な発想は、 今なお益す る と
ころが少な くな いと思われ る。本研 究では、従来の評価基準 にとらわれる ことな く、様 々なジ ャ
ンル を越境す る安吾の作品 を精読す ることを通 じて彼の文芸 を体 系的に捉 え、 その魅力 と可能
性 を追究す ることに努めた。
坂 口安・吾 に関す るこれ までの研 究 と批評 については、第二次世界大戦 を一つの徴表 として戦
前 ・戦 中 ・戦後 の三期 に区分 して捉 え るとわ か りや す い。 「戦争」 をもって 時代 を区分す る見
方は、 ある種 の く戦後イデオ ロギー〉 を介在 させる ことを避け られず、好 ま しい方法 とは言 え
な いか も知れな い。 しか し、安吾 自身が 「戦争」 を契機 に思考 し、大き く進展 を遂げていった
ことは否めな い。彼の文芸 を理解 してい く上では、寧 ろ 「戦争」 によって何 が切断 され、何 が
継続 されたのか を見極め ることが重要で ある。安吾の作品 とそれ に纏わる批評 と研 究は、 そ う
した 問題の在処 を指 し示 して いると言え よう。
戦前の昭和初期、安吾は作家牧野信一 の推奨 によって文壇 にデ ビュー を果 たす こととなる。
しか し、その後 に続 く評価は決 して芳 しいもの とはな らか った。 この昭和十年前後の安吾低 迷
期 につ いては、従来は女性作家矢 田津世子 との情事(失 恋問題)に 絡めて常套的 に語 られる こ
とが多 いが、実際 の作品そ のものに即 した正 当な評価 ・研 究が肝 要である ことは言 うまで もな
い。 当時 にお ける安吾の心性は、決 して彼 の個人的な 問題のみ に還元 される ものではな く、近
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代 日本 の時 代 情 況 とも密 接 に 関わ り合 って いた と思 わ れ る。 そ う した 意 味で 、 安 吾 研 究 は 、 現
在 、 これ まで に形 成 され て きた 研 究 上 の 枠 組 み とか 信 奉 され て きた 考 え方 を一 旦 取 り壊 し、 見
直 す べ き時 を迎 えて い る と言 え る。 従 来 、 看 過 され て き た 作 品 の 中 に も新 た に安 吾 の思 想 を見
出 して い く ことが 可 能 で あ る に相 違 な い。
戦 中 と戦 後 は 、 「日本 文 化 私 観 」(『 現 代 文 学 』 昭 一 七 ・三)や 「真 珠」(r文 芸』 昭 一 七 ・六)、
「堕 落 論 」(r新 潮 』 昭 ニ ー ・四)な ど とい った 斬 新 で 刺 激 的 な 作 品 が 数 多 く書 か れ 、 安 吾研 究
にお いて は 、と りわ け 言 及 され る こ と の多 い 重 要 な 時 期 とな って い る。 戦 後 の 『坂 口安 吾 選 集 』
(昭 ニ ー ・一 二 ～ 二 三 ・八 、 銀 座 出 版 社)刊 行 以 後 には 、 多 くの 〈作 家 論 〉 が 生 み 出 され て い
る。 また 、 昭 和 三 十 年 、 安 吾 亡 き後 は 、 日本 近 代 文 学 史 の 中 に彼 の 文 芸 を位 置 付 け よ う とす る
気 運 が 高 ま り、 『定 本 坂 口安 吾 全 集 』(昭 四二 ～ 四 六 、 冬 樹 社)の 刊 行 と も相 侯 っ て、 数 々 の
〈作 品 論〉 が 書 か れ て い る。 この 時 期 には 、 研 究 書 も次 々 と 出版 され 、 雑 誌 等 で も様 々な 特 集
号 が 組 まれ て い る。
こ う した研 究 情 勢 の な か 文 芸 評 論 家 の 柄 谷行 人 は 、 安 吾 の 作 品 に一 義 的 な解 釈 を 施 す こ と を
退 け て 、 彼 の 文 芸 か ら新 た な 思 想 的 問題 を 引 き 出す こ と を試 み 、 そ の 可 能 性 を 大 き く開化 さ せ
た 。 以 降 、 安 吾 研 究 は 、 〈作 品 論 〉 か ら 〈テ ク ス ト論 〉 へ と新 た な 段 階 に移 行 して い っ た と言
え る。 これ に 引 き続 いて 、 現 在 に お いて も、 文 庫 版 『坂 口安 吾 全 集』(平 元 ～ 三 、 筑 摩 書 房)
や 編 年 体 に よ っ て 新 し く組 み 直 され た 『坂 口安 吾 全 集 』(平 一 〇 ～ 一 二 、 筑 摩 書 房)等 が 刊 行
さ れ、 安 吾 研 究 は、 若 い 世 代 を 中心 に急 速 に展 開 しつ つ あ る。 た だ 、 そ の研 究 対 象 は 、 未 だ 一
部 の有 名 な 作 品 に限 定 され て い る と言 わ ざ る を 得 ず 、 必 ず し も網 羅 的 な 段 階 に は 至 って い な
い。 また、 近 年 の 文 学研 究 の潮 流 と して は、 カ ル チ ュ ラル ・ス タ デ ィー ズ 、 ポ ス トコ ロニ ア リ
ズ ム批 評 とい う こ とが あ る が、 そ の こ とは安 吾 の場 合 に お い て も例 外 で は な い。 そ う した研 究
の方 法 に つ い て は、 一 定 の価 値 と意 義 を認 め な けれ ば な らな い が、 そ れ と同 時 に 弊 害 が 生 じて
き て い る こ と も忘 れ て は な らな い だ ろ う。 す な わ ち 、 先 に述 べ た よ うな研 究 の 傾 向 が 強 ま る に
つれ 、 逆 に丹 念 な作 品読 解 は 閑却 され て しま っ て い る の で あ る。
本 論 で は、 以 上 の よ うな動 向 を踏 ま え、 研 究 を行 っ た。 と りわ け 、 実 際 の作 品 読解 に 際 して
は、 カル チ ュ ラル ・ス タデ ィー ズ 的 な 方 法 に批 判 的 な 立場 を とっ た。 と言 うの も、 安 吾 の文 芸
の可 能 性 は、 そ う した傾 向 の も と産 出 さ れ て くる よ うな 単 純 な 〈ナ シ ョナ リズ ム 論〉 や 〈国 民
国家 論 〉 な どに 回収 され な い と ころ に こそ あ る と考 え た か らで あ る。 この こ とは 、 皮 肉 に もカ
ル チ ュ ラル ・ス タデ ィー ズ の論 者 た ちが 、 自 らの理 論 的 な支 え と して援 用 す る アル チ ュセ ー ル
の 「国家 のイ デ オ ロギ ー 装 置 」 とい う根 本 概 念 に まで 立 ち戻 っ て見 る と理 解 しや す い だ ろ う。
安 吾 は、 自 らの思 考 を支 え る強 固 な理 論 を打 ち立 て た わ け で は な い。 しか し、 彼 は 時代 の 中 に
ヘ へ
身 を 置 き あ くま で 「私 的」(ア ル チ ュセ ー ル)な 次 元 に 止 ま って 、 自 らの 「生 活」 を振 り返 る
こ とで 、 か え って 根 源 的 な 批 評 性 を獲 得 す る こ とに成 功 して い る の で あ る。 カル チ ュ ラル ・ス
タデ ィー ズ を標 榜 す る論 者 た ちは 、 そ う し た本 質 的 な側 面 を見 逃 して い る。 先 に述 べ た よ う な
安 吾 の文 芸 の特 質 を捉 えて い くの に は、 個 々 の作 品 を徹 底 的 に読 み、 彼 の思 想 を体 系 的 に捉 え
直 して い く こと以 外 にな い だ ろ う。 そ して ま た、 この よ うに安 吾 の思 想 の営 み を 具 に分 析 す る
こ と を通 じて こそ 、 は じめて 文 学 を論 じる こ との意 義 も見 出 され て くる よ う に思 わ れ る。
本 論 は 、 わ か りや す い よ う に、 昭 和 初 期 、 昭 和 十 年 代 、 戦後 とい う時 代 区分 を 目安 に、 大 き
く第1部 、 第 ■部 、 第 皿:部の三 つ の部 分 に分 け て構 成 され て い る。
第1部 は、 昭和 六 年 か ら昭 和 十 年 頃 まで の時 期 を念 頭 に置 き、 安 吾 の初 期 文 芸 の意 義 と価 値
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に つ いて 考 察 した。 中 心 的 に 扱 っ た の は 「ふ る さ と に 寄 す る 讃 歌 」(『 青 い 馬』 昭 六 ・五)と
「風 博 士 」(『 青 い馬 』 昭 六 ・六)と い う二 つ の短 編 小 説 で あ る。 この時 期 の安 吾 の特 徴 と して 、
陰欝 な 内容 の 小 説 とそ れ とは 反 対 に明 る く<笑 い〉 に満 ち た 小説 の二 つ の系 統 が 混 在 して い る
こと を指 摘 す る こ とが で き る。 そ う した こ との 背 景 に は、 満 州 事 変 等 の政 変 に よ って 揺 動 した
当時 の社 会 情 勢 と い う こ とが あ った の か も知 れ な い が、 しか し、 そ れ だ けで は な いは ず だ 。 安
吾 の場 合 には 、 も っ と個 別 で 根 源 的 な 「死」 とい う問題 が孕 まれ て いた よ う に思 わ れ る。 精 神
分 析 の創 始 者 で あ る フ ロイ トは、 そ の活 動 の 過 程 にお いて 「反 復 強 迫」(「 死 の 欲 動」)と い う
概 念 を打 ち 出 して い くが 、 この 時期 の 安 吾 が と らわ れ て い た の も、 そ の よ うな フ ロイ トに通 じ
る、 漠 然 と した 「死」 とい う もの に対 す る 畏怖 の よ うな こ とが あ っ た ので は な いだ ろ うか 。 彼
が 突 然 仏 教 の 勉 強 を始 め 、 悟 りを開 く こ とを憧 憬 した り、 あ る い はそ れ を断 念 して 独 得 な 「ふ
る さ と」 と い う概 念 を生 み 出 し、 ま た、 「フ ァル ス 」 な る方 法 論 を 見 出 して い っ た こ とは 、 そ
う した 心 性 か ら理 解 して い く こ とが で き る よ う に 思 わ れ る。 先 に述 べ た 陰 轡 な 小 説 の 中 に は
「死 」 とい う こ とが、 しば しば 言 及 され て い る。 「フ ァル ス」 とは、 そ う した 不 可 解 な 「人 間 」
の在 り方 を 捉 え る た め に 編 み 出 さ れ た 一 つ の超 越 論 的 な方 法 で あ っ た と思 わ れ る。 こ のよ う「に
昭 和 初 期 の安 吾 の 文 芸 は 、 「死 」 に対 す る恐 れ とそ の 克 服 と い う観 点 か ら見 て い く と理 解 しや
す い。
第 一 章 「〈ふ る さ と〉 の 生 成 過 程 「ふ る さ と に寄 す る 讃 歌 」 論一 」 で は、 安 吾 の 最 初
期 の 作 品 「ふ る さ とに寄 す る讃 歌」 を 読 み解 き なが ら、 昭和 初 期 、 安 吾 が 畏 敬 の念 を抱 いて 見
つ め て い た 芥 川 龍 之介 の 「死 」 を い か に 受 け 止 め、 そ して 作 家 と して の 自己 を ど の よ う に確 立
して い っ た か とい う こ とに つ い て考 察 した。 この とき鍵 とな る のが 、 安 吾 の 「ふ る さ と」 と い
う概 念 で あ る。 安 吾 の言 う 「ふ る さ と」 とは、決 して単 純 な心 の安 息 地 な どで はな い。 そ れ は 、
この 作 品 の 結 末 が 示 して い る よ うに、 「現 実 」 の 「苦 しみ」 か ら逃 れ る こ とな く、寧 ろそ の 「現
実」 を 「切 実」 に 受 け止 め、 そ こに立 ち 向 か って い く時 に 生成 され る境 地 で あ る。 安 吾 は 、 こ
う した考 え に 立 っ て 自 らの作 家 と して の位 置 を見 定 め、 そ の後 の 自 身 の文 学 の 行 き方 を呈 示 し
た。 「ふ る さ と に寄 す る 讃 歌 」 は 、 従 来 、 あ ま り顧 み られ る こ との な い 作 品 だ が、 安 吾 の 文 芸
を考 え る 上 で は、 極 め て 重 要 な 作 品 で あ ろ う。 安 吾 の 文 学 者 と して の 立 脚 点 は 、 い つ も こ の
「ふ る さ と」 に集 約 され て い る と言 う こ とが で き る。
第 二 章 「〈破 壊 〉 さ れ た 物 語 一.一 「風 博 士 」 論.一一司 で は 、 短 編 小 説 「風 博 士 」 を読 み 解 き
な が ら、 安 吾 の言 う 「フ ァル ス」 と読 者 の読 書 行 為 との 関わ りにつ いて 考 察 した 。 本 章 で は 、
「風 博 士」 の 物 語 内容 の解 釈 に終 始 す る こ と な く、 「僕 」 の語 りや テ クス ト全 体 の構 造 が 、 読
者 に どの よ うな読 み を促 して い る か とい う こ とに着 目 し、 分 析 を行 って い る。 果 た して 「風 博
士」 は、 不 確 定 な テ クス ト構 造 の 上 に、 登場 人物 た ち の単 な る滑 稽 味 とは 異 な る、 そ れ まで の
内容 を 無視 す る か の よ う な 〈笑 い〉 で 幕 を 閉 じる こ とに よ って 、 読 者 に対 し、 一 義 的 ・合 理 的
な 意 味 統 合 を徹 底 的 に拒 否 して い る 作 品 で あ る と言 う こ とが で き る。 つ ま り、 「風 博 士」 は あ
セ ンス ノ ン
くま で 「意 味、 無 し」 の物 語 と して あ り、 そ れ こそ が安 吾 の言 う 「フ ァル ス 」 だ った と理 解 さ
れ る の で あ る。 しか し、 「フ ァル ス 」 は 、 単 にそ れ だ け に止 ま る もの で は な く、 テ ク ス ト外 の
社会 秩 序 や 人 間 の合 理 性 ・論 理 性 とい っ た もの まで を も無 意 味化 して しま う よ うな 、 読 者 へ の
働 き か け をそ の根 底 に有 して い る。 「風 博 士 」 は、 人 々が と らわ れ て い る 「現 実 」 や 論 理 性 を
〈非現 実 〉 の枠 内 に包 み 込 み 、 「真 理 」 の 不 確 定性 を 灰 め か し、 最後 に はそ の物 語 を も 〈破 壊 〉
す る こ とで 、 一 層 読 者 の持 つ合 理 性 や 「観 念 」 を揺 る が して い る ので あ る。 そ して 安 吾 は 、 そ
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こか ら新 た に 「矛 盾 」 を抱 え込 ん で 生 き ざ る を得 な い 「人 間 」 をそ の ま ま に 規 定 し、 「肯 定 」
して い く こと を志 向 して い る と言 え る。
第H部 は 、 昭和 十 一 年 か ら昭 和 二 十 四 年 頃 ま で の 約 十 年 余 りの 時 期 を念 頭 に置 き 、研 究 を
行 っ た 。 こ の時 期 、 日本 は 日中戦 争 か ら第 二 次 世 界 大 戦 へ と突 入 し、 敗 戦 とい う悲 劇 を経 験 す
る。 こ こで は 、 そ う した 「戦 争」 と人 々 の 「生(活)」 に 関 わ る安 吾 の 作 品 を取 り上 げ 、 そ の
言 動 の 軌 跡 を追 究 した 。 中心 的 に扱 っ た の は 、 『吹 雪 物 語 』(昭 一 三 ・七 、 竹 村 書 房)と 「日本
文 化 私 観 」(『 現 代 文 学 』 昭 一 七 ・三)の 二 作 品 で あ る。 一 つ の説 明 の仕 方 と して 、 人 々は 「敗
戦」 を 契 機 に 「タ ナ トス」(死 の欲 望)か ら 「エ ロス 」(生 の欲 望)へ と解 放 され た と言 う こ と
が で き る。 確 か に こ の時 期 の安 吾 の 作 品 で は 、 「戦 争」 と 「女 」(「 エ ロス」)と い う こ とが 結 び
っ け られ て い る。 た だ し、 この こ とは 「戦 争 」 が 彼 に根 本 的 な 思 想 の変 更 を も た ら した と言 う
よ りは、 「死 」 の克 服 を試 み て 〈ふ る さ と〉 や 「フ ァル ス」 と い う こ とを考 え 出 して い っ た 昭
和 初 期 の 安 吾 の 文 芸 の 延 長 上 にお い て 捉 え られ る べ きで あ ろ う。 安 吾 は 〈他 者 〉 な る 「女 」 を
描 く こ とで 、 一 層 自己 を突 き 詰 め、 見 つ め 直 して い った 。 彼 は 「戦 争 」 を一 つ の き っか け と し
て 「死」 か ら 「生 」、 そ し て 「人 間」 そ の も の の探 究 に向 か っ た ので あ る。 安 吾 は 戦 時 下 の 自
らの体 験 を 振 り返 り、 既 成 の価 値 観 に と らわ れず に 己 の 「欲 望 」 の ま ま に行 動 す る 「人 間 」 の
在 り方 を 呈 示 す る こ とで 、 これ ま で の 日本 人 の価 値 観 を転倒 させ 、 戦 後 日本 の 新 しい 道行 き を
模 索 して い った と考 え られ る。 安吾 が 、 この 時 期 にキ リシタ ン研 究 を熱 心 に行 って い くの も、
こ う した 「人 間」 の在 り方 が 深 く関 わ って い るよ う に思 わ れ る。
第 三 章 「一 九 三 〇 年 代 の 恋愛 ….一 『吹 雪 物 語』 論..一 」 で は 、 従 来 、 作 家 論 的 な 追 究 の 中 で
「失 敗 作 」 と評 さ れ て きた 『吹 雪 物 語』 に つ いて 、 そ の よ う な悪 評 を退 け、 〈恋 愛 〉 とい う視
座 に基 づ い て 一 九三 〇 年 代 とい う時代 性 か ら作 品 そ の もの の価 値 を捉 え 直 す こ と を試 み た 。 世
界 に 追 随 し、 日本 が 急 速 にモ ダ ニ テ ィへ の傾 斜 を 示 して い く この 時 期 、 〈恋 愛 〉 は、 アイ デ ン
テ ィ テ ィ を 見 失 い、 〈不 安 〉 を抱 え た 人 々 の 一 つ の理 想(「 夢 」)と して 象徴 的 に希 求 さ れ た が 、
同 時 に、 そ れ は一 方 で そ の 矛 盾 した 本 質 を も露 わ に して い っ た 。 とす れ ば 、 『吹 雪 物 語』 は 、
作 家 安 吾 の く失 恋 〉 に還 元 した と ころ で 捉 え られ 、 「失 敗 作 」 と して 退 け られ る作 品 な どで は
な い。 〈恋 愛 〉 そ の も の が 孕 む 矛 盾 に真 正 面 か らぶ つ か っ て 苦 悩 し、 そ れ を 乗 り越 え よ う と し
た安 吾 の 着 想 に こそ、 近 代 とい う時 代 に対処 す る 方 途 を見 出 す べ きだ ろ う。 作 品 の 主 人 公 青 木
卓 一 は、 〈恋愛 〉 の破 綻 ・挫折 を経 験 して い くな か 「知性 」 によ って 「現 実」 を乗 り越 え た り、
あ る い は 「知性 」 を超 え た 「夢 」 を希 求 し続 け た りす る の で は な く、 寧 ろ積 極 的 に 「現 実 」 を
見 据 え、 そ こに根 差 して 生 き て い く こ とを決 意 して い る。 これ は そ の ま ま安 吾 自身 の発 想 を 披
渥 した もの と解 釈 す る こ とが で き、 先 の 「ふ る さ と」 の概 念 と も確 実 に 通底 す る もの とな っ て
い る。 ま た、 こ う した 思考 は、 浅 薄 な 「夢 」 に魅 了 さ れ た 一 九 三 〇 年代 の 日本 の社 会 的 ・政 治
的 な 布 置 を も 「相 対 化 」 す る視 点 に 繋 が っ て い くは ず だ 。 た だ 、 『吹 雪 物 語 』 で は、 そ の よ う
な実 践 は 十 全 には な さ れ な い。 お そ ら く新 た な 〈近 代 の超 克〉 の 可 能 性 は、 単 純 な二 元 論 で は
時代 の超 克 が 不 可 能 で あ る こ とを確 認 した この作 品 の 挫 折 の後 に は じめ て 開 か れ て くる。 安 吾
は 『吹雪 物 語』 の 執筆 を 通 じて、 そ う した こ とに 気 づ い て い っ た の で あ ろ う。
第 四 章 「「生 」 を め ぐる 抗 争一 「日本 文 化 私 観 」 論 」 で は、 一 九 三 〇 ～ 四 〇 年 代 に か
け て の 安 吾 の作 品 を手 掛 か り と して、 「日本 文 化 私 観 」 を 中 心 に戦 時 と い う 時 代 に対 処 す る ス
トラ テ ジ ー につ い て考 察 した。 この 時期 の安 吾 の文 学 的 な営 為 は、 世 間 が 〈不安 〉 を抱 え大 き
く動 揺 し、思潮 が 渦 を巻 い て ぶ つ か り合 っ た 時代 情 勢 と無 縁 で は な い に しろ 、に もか か わ らず 、
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「生」 を め ぐ る抗 争 の 試 み と して 常 に 一 貫 して いた と言 う こ とが で き る。 「戦 争」 に 関 わ る、
この 時期 の重 要 な 問題 系 の一 つ と して 「日本 」 とい う こ とが 挙 げ られ るが 、 安 吾 は 、 こ の 「日
本 」 とい う 問題 に対 して も 「人 間 」 とそ の 「生」 を基 準 に据 え る態 度 を崩 して は いな い。 従 来 、
「日本 文 化 私 観 」 は 「合 理 主 義 」 を主 張 した もの と解 さ れ、 「伝 統 主 義 」 や 「文 化 主 義 」、 あ る
い は 「戦 争 イ デ オ ロギ ー 」 に対 す る批 判 と して 受 け止 め られ て きた が 、 安 吾 は 、 殊 更 にそ の よ
うな こ と を述 べ 立 て 、 時 局 に抗 した の で は な い。 「日本 文 化 私 観 」 に は、 寧 ろ 戦 時 下 に横 行 し
た 二 項 対 立 的 な 図 式 を打 破 す る よ うな 論 理 が 展 開 され て い る と見 るべ き で あ る。 「た ゾ、 必 要 」
と い う言 葉 で 〈個 〉 と して の 「人 間 」 の 「生 」 を徹 底 的 に 追 求 す る 安 吾 の 発 想 は、 対 立 的 な 思
考 を成 り立 た せ な い ど こ ろか 、 逆 に 「戦 ひ 」 にお け る 「勝 負 第 一 主 義 」 へ と繋 が る 側 面 まで を
も垣 間見 せ る。 しか し、 実 は そ う した 過 剰 な 部 分 に こそ 、 「文 化 」 が 必 然 的 に 内 包 す る政 治 性
が 浮 き彫 りに され 、 グ ロー バ リゼ ー シ ョンが 称 揚 され る な か にあ っ て 、 今 な お 再 生 産 され 続 け
て い る安 易 な 〈文 化 論〉 を遙 か に凌 ぎ 、 瓦 解 させ る根 源 的 な 批評 性 が 孕 ま れ て い る と考 え て い
く こ とが で き る の で あ る。
第 皿部 は、 昭和 二 十五 年 か ら昭和 三 十 年 ま で の安 吾 晩 年 の 時期 を念 頭 に置 き、 研 究 の対 象 と
した 。 中心 的 に扱 っ た の は 、 「安 吾 巷 談 」(『 文 藝 春 秋 』 昭 二 五 ・一 ～ 一 二)、 「明 治 開化 安 吾
捕 物」(『 小説 新 潮 』 昭二 五 ・一 〇 ～二 七 ・八)、 「夜 長 姫 と耳 男」(『 新 潮 』 昭二 七 ・六)の 三 作
品 で あ る。 一般 的 な歴 史理 解 に お い て は、 この 時期 の 日本 は 徐 々 に戦 後 復 興 を成 し遂 げ、 景気
の 回復 と とも に く国家 〉 再 生へ の新 た な道 を切 り開 いて い っ た と考 え られ て い るが 、 当時 の安
吾 の 発言 を見 る 限 り、 彼 はそ う した 戦後 日本 人 の発 想 や 政 治 ・・社 会 の あ り方 に対 して 戦 時 中 よ
りも もっ と強 烈 に 「戦 争 」 を意 識 し、 様 々 な事 象 にそ の匂 い を嗅 ぎ あて て い た と言 え る。 安 吾
は、 こ う した戦 後 の世 相 につ い て、 様 々 な 政治 的 ・社 会 的 な事 件 を具 体 的 に観 察 し、 分 析 す る
こと を通 じて 批 判 を行 って い る。 そ のモ チ ー フ に は、 お そ ら く、 戦 後 の新 生 日本 の 出現 と とも
に、 第H部 で 追 求 した よ うな 「人 間」 が 見 失 われ て い く危 惧 の感 覚 が あ っ た の だ ろ う と思 われ
る。 周 囲か らは あ ま り理 解 され なか っ たが 、 安 吾 は 密 か に戦 後 の 日本 と孤 独 な 格 闘 を して い た
ので あ る。 この こ とに関 わ って 、 安 吾 晩年 の重 要 な事 績 の 一 つで あ る 日本 史(歴 史)研 究 とい
う こ とを把 握 して い くこ と も可 能 で あ ろ う。 また 、 これ まで 「被 害 妄 想 」 と して 一 蹴 され る こ
と の多 か った いわ ゆ る 〈税 金 闘 争 〉 と 〈競 輪 事 件 〉 と い う有 名な 二 つ の事 件 につ い て も、 この
時 期 の彼 の 小 説 と合 わ せ て 考 えて い く ことが で き る。
第 五 章 「巷 間 の美 学一 『安 吾 巷 談 』 論 」 で は 、 政 治 や 宗 教 の問 題 、 あ る い は 身辺 雑 記
に至 る まで 広 範 な 内容 を持 つ 特 異 な ル ポ ル ター ジ ュ形 式 の作 品 で あ る 『安 吾 巷 談 』 につ いて 分
析 し、 考 察 を行 った 。様 々 な 話 題 に言 及 す る本 作 の テ クス ト世 界 は 、 美 的 世 界 の構 築 と い う 目
論 見 の も と緩 や か に織 りな され て い る と言 う こ とが で き る。 「教 祖 展 覧 会 」に見 出 され る 「シ ュ
ル レア リズ ム」 へ の 嫌 悪 は、 「構 成 」(意 味)を 欠 い て お き な が ら、 文 化 ・芸 術 的 権 威 を 身 に
纏 って いる 芸 術 家 た ち の 「教 祖 」 的 な 在 り方 に起 因 して い る。 安 吾 の 考 え る 「美 」 とは 、 最 初
か ら規 定 され て い るよ うな 「因 果 物」 で は な く、 自 らの 「必 要 性」 によ って 生 み 出 され る もの
で あ る。 「講 談 」 とは、 安 吾 に お いて 「自分 が 歴 史 を見 て き たや う に語 」 る小 説 の文 体 「技 法 」
で あ るが 、 「歴 史」 を 「現 代 」(現 実)と 「区 別 の な い も の」 と見 る とき 、 「巷 談 」 と い うス タ
イ ル は 、 戦 後 社 会 の 巷 間 の事 象 に 取 材 しな が ら、 「歴 史」 と 同様 に 自己 との 関 わ りの 中 で 「現
代」 と い う一 時 代 を切 り取 る視 線 と して 実 現 され て いる と言 う こ とが で き る。 そ の 姿 勢 は 、 先
の 独 自の 「美 」を追 求 す る批 評 眼 と い う こ と と も深 く関 わ っ て いよ う。 この よ うな 『安 吾 巷 談 』
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のス タイ ル は 、 そ の ま ま小 説 へ と受 け継 が れ 、 た とえば 「巷 談 師」 な どに確 認 す る こ とが で き
る。 この作 品 の 一 種 落 語 の オ チ の よ うな 結 末 は、 主 人 公 の 自惚 れ を 示す ば か りで は な く、 自己
と い うフ ィル タ ー を通 過 しな い 限 り、 認 識 で き な い 「現 実」 の 在 り方 を も伝 え て い る。 『安 吾
巷 談』 は 、 卑 近 な 話 題 の 中 に 身 を投 じて都 市 を 闊歩 す る 〈語 り手 〉 に相 応 し く、 既 成 の ジ ャ ン
ル 間 を横 断 して いき な が ら、 自 らの美 学 を展 開 した テ ク ス トで あ る。 よ って 、 この作 品 は 、 も
は や 単 に 〈評 論〉 と呼 べ る よ うな域 を踏 み越 えて い る と見 な けれ ば な らな い。
ミステ リ　
第 六 章 「〈歴 史 〉 の 「推 理 」 「明 治 開化 安 吾 捕 物 」 論 一 」 で は、 長 期 間 にわ た っ て
連 載 さ れ た読 み 切 り型 の探 偵 小説 集 「明治 開化 安 吾 捕 物 」 につ いて 、 安 吾 の 〈歴 史 観 〉 と関
わ らせ な が ら考 察 を行 っ た。 「明 治 開 化 安 吾 捕 物」 の ミス テ リー は 、 〈歴 史 〉 と して 立 ち 現 れ
て い る。 〈歴 史 〉 とは 、 単 に過 去 に思 い を 馳 せ る もの で は な く、 「石 の下 」 の(ヒ)ス トー リー
が示 す よ う に、 そ れ は暗 号 で あ り、 言 葉 に よ って 書 か れ 示 され る も ので あ る。 探 偵 結 城 新 十 郎
は、 そ の 〈歴 史 〉 を読 み 解 く ことで 事 件 を解 決 に導 いて い く。 本 作 にお いて 勝 海 舟 が 「毎 々 七
部 通 り」 推 理 に失 敗 す る の は、 読 む こ と を怠 って 、 常 に聞 き手 役 に まわ って い る か ら に違 い な
い。 話 す こ と を任 され た 泉 山 虎 之 介 と書 く こ と を任 され た戯 作 者 花 廼 屋 因 果 と い う人 物 た ち
は、 ち ょ う ど こ の海 舟 と新 十 郎 の 関 係 を小 反 復 して い る。 とす れ ば 、 新 十 郎 が解 決 した 事件=
〈歴 史 〉 は 、 常 に彼 の 左 右 に侍 る この 二 人 の 人 物 た ち によ って 、 さ ら に話 され 書 か れ た り しな
が ら、 幾 度 とな く繰 り返 され て い く こ と にな る だ ろ う。 「捕 物 帖 」 とい う探 偵 小 説 の形 式 は 、
あ る特 定 の 一 時 代 を舞 台 と しつ つ 、 そ の 時代 の 中 で 事 件 を解 決 し、 謎 を解 い て い く もの で あ る
が 、 そ れ は 時 代 や 現 代 性 を 隠 蔽 して い る の で も否認 して い る の で もな い。 新 十 郎 の姿 は、 同 じ
く文 字 を辿 りな が ら、 事 件 の解 決 を 図 ろ う とす る読 者 の視 線 と も重 な っ て い る はず だ。 読 者 が
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「明治開化 安吾捕物」 か ら読み とるべ きな のは、そ のような 〈歴史 〉に対処す る探偵 の方 法
論である と言える。
第 七章 「視線 の対決一一… 「夜長姫 と耳男」論 」 では、戦後 の安吾文学 の 「傑作」 として
評価 の高い 「夜長姫 と耳 男」 につ いて、 当時 の社会 背景を注視 しなが ら、作 品内に執拗 に描 き
込 まれ た登場 人物 たちの 「視線」 の交錯、 あるいは対決 とい う観点 か ら考察 を行 った。安吾 が
見せ る 「視線」へ の拘 りには、 同 じく戦後 に発表 され た小林秀雄論 「教祖 の文学」等 を参照す
れば 明 らか なよ うに、 自身の追求す る 「人間」 の在 り方 といった 問題が胚胎 して いる。 このよ
うな観点 か ら本作 を振 り返って見 る とき、 「視 線」 の対決 の果 てに最終的 に耳男 によって刺殺
され る夜長姫 の最期 の言葉 は、安吾の直戴な 「芸術論」 を語 った もの と言 うよ り、寧 ろ 「人 間
世界」が依然 として と らわれて いる規範や秩序 を徹底的 に脱却 し、 生身の 「人 間」 を回復 させ
る ことを希求 した もので あった ことが理解 されて くる。そ して ここに至 っては じめて、小林 と
は対照的な安吾 の歴史研究 にお ける思考様式 の独 自性 を確認 し、 さ らには 「被害妄想」 として
一蹴 され、殆 ど顧み られ ることのなか った 〈税 金闘争〉・〈競輪不正事件〉 という二つ の事件 に
泥 らわ った安吾 の真意 を正確 に把捉 して いくことが可能 とな る。 また、本作 を通 じた安吾の意
図には、 アメ リカの主導 のもと新たな 〈国民〉 というカテゴ リが形成 され、テ レビな どのマス
メデ ィアを通 じて 「目(眼)」 だ けでな く、思想 さえ もが馴致 ・統御 され て いった戦後 日本 に
対す る批判 という こともあったよ うに思われ る。 「夜長姫 と耳男」は、 〈天皇〉 を中心 とす る国
民統御 のシステムが確実 に推進 されつつ あった戦後 の 日本 との格闘 の延長上 に生み出 された作
品で あ り、そ う した戦後社会の制度の 「二重性」 を暴 き、改めて 「人間」の地平 を切 り開 くた
めの秘鋪 を呈示 して いると見 ることがで きる。
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以 上、七 つの章 にわた る考 察の結果か らも、坂 口安 吾の文芸 の特質 は、 「現 実」 というもの
を発見 し、 その 中で徹底的 に 「人間」 を追求す る ことにあ った と言 う ことがで きる。 「現実」
を発見す るというのは、容易な ことではない。 なぜ な ら 「現実」 とは、私た ちの眼前 に広が る
世界それ 自体 を指すのではな く、人々がそ うとは気 づかず に在 る世界 の ことを意味す.るものだ
か らだ。そ のような 「現実」に至 る方法は、自己 を厳 しく見つめ直す眼差 しを通 じて、または、
社会慣習や政治制度 を徹底 して批判す ることを通 じて、辛 うじて獲得 され る。 ここに安吾 が 「人
間」 とい うことを取 り出 して くる理 由があろ う。
本研 究では、従来 の評価基準 に とらわれる ことな く、安吾 の文芸 を総合的 に捉 え直す ことを
試みたが、確かに もっ と直接 に人 口に月會表 した 〈主要〉 な作品群 を扱 い、考察す るという方法
も可能であ ったか も知 れない。 もっ とも、安吾 の作 品にお いて何 を 〈主要〉 と判 じるかは、安
吾文芸全体 の捉 え方そ の もの と密接不 可分 に関わ って いる問題で あろう。いずれ にせよ、今後
は本研究 での考察 を踏 まえ、安吾 の有 名な作 品群 を研究す ることが課題 とな るだ ろう。また、
そ うした思索の中で、今 回、論 じた作 品の中身を再検討す るような事 も出て くるか も知れな い。
最初 の ところで も触れ たよ うに、安吾 は、最近、若 い人 々の問で注 目されつつあ る。そ うし
た傾 向は単 に読書 という領域 に止 ま らず、映画や演劇な どといったよ り広 範な芸術活 動におい
て も顕著 となって きて いる。安吾の文芸が このよ うにもて離 され る状況には、現 代の側 に何 ら
かの原 因 ・理 由が あるのに違 いな い。本研究では、そ うした ことまで をも論 じる余裕 がなかっ
たが、安吾文芸 の享受 のされ方 という ことは、是非 とも考察 されなければ な らない課題 である。
なぜな ら、 こうした現象 を単な る 〈サブ ・カルチ ャー〉のそれ として処理 し済 ませ て しま うの
は、先 にまとめて きた ような彼の文芸 の本質 をも見誤 らせて しまう虞 があるか らだ。それ か ら
また、安吾 の文芸 をよ り明確 に把捉す るため に、彼が直接 に関わ り影響 を受けた作家ば か りで
はな く、 もっと広 い視点 に立 って、様 々な哲学者や思想家たち との比較検 討 とい うよ うな こと
もな されて いいのか も知れない。
本研究 を締 め括 るにあた っては、 ひ とまず 以上 の事 柄 を今後 の課題 として銘 記 してお きた
い。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、 小説 を始 め として評 論、 随筆、風俗 ・社会時評 その他、多岐 にわた る創作活動 を
精 力的に推 し進 めた作家坂 口安吾 について、主要作 品の精緻 な読解 をとお して、そ のジャンル
越境的な安吾文学 を総体 として捉 えつつ、そ の中核 をな して いた問題 を明 らか にす る ことを中
心的な課題 としている。 全体 は、 「序論」、 「本論⊥三部 七章、 「終論」か らな り、末尾 に 「坂 口
安吾作 品索 引」 が付 載され ている。
「序 論 文学研究 の現在 と坂 口安吾」で は、先行研究 を概観 し、更 に近年 の文学研 究 の動 向
を批判 的に踏 まえた上で、本研究 の 目的 と方法が述べ られて いる。論者は、 同時代 の社会的 ・
政治 的状況 と深 く相 渉る中で創作 され た安吾作 品が、 人々に意識 されな いで いる思考 の制度性
を鋭 く見 抜 くラデ ィカル な批評性 を備 えて いるこ とを指摘 する。そ う した基本的 認識 に基 づ
き、安吾 の時代 との応接 を明確 にす るために昭和初年代 ・昭和十年代 ・戦後 という時代 区分 を
論 の視 角 として設定 し、 また近時 のイデ オロギー批評へ の批判 を介 して徹底 した文学テ クス ト
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の読解 を方法 とす る ことによって、安吾 の文学 と思想 を総合的 に捉 える ことが 目的 と して提示
されて いる。
本論第1部 は、坂 口安吾 が文壇 に登場 を果た した 昭和初年代 を中心 に、初期作 品の担 う意義
につ いて考 察が加 え られる。 主要な分析 の対 象 とされて いるのは、 「ふ るさとに寄す る讃歌」
及び 「風博 士」 で あ り、併せ て安吾 文学全体 の母胎 とな って いる 「ふ るさ と」、 そ して 「ファ
ルス」 の問題が扱われて いる。
第一章 「〈ふる さと〉の生成 過程 ・「ふ るさ とに寄す る讃歌」 論一 」 では、安吾 の最初
期 の作 品 「ふる さとに寄す る讃歌」 の丹念な読解 を とお して、 「風 景」 と一体 化 して 自己喪失
的状況 にあった 「私」が、そ の 「夢」の世 界か ら覚醒 し、 「現 実」 を受 け入れ る ことによって
自己 を取 り戻す経緯 を明 らか にし、 そのよ うな 「現 実」 を 「切 実」 に受け止 めつつ生きる決意
の裡 に生成す るのが安吾固有の 〈ふ る さと〉 の境位 である と論 じる。 そ してその 〈ふ るさ と〉
の発見によって安吾 は、 芥川龍 之介 の死以後 の文学者 としての 自己確 立を果 た し、そ の後 の文
学的展 開を支える固有 の立脚点 を見 出 した と指摘 している。
第 二章 「〈破壊〉 された物語一 「風博 士」 論・ 」 は、文壇デ ビュー作 「風 博士」 を取 り
上げ、安吾 にお ける 「フ ァルス」 の問題 を論 じて いる。 この荒唐 無稽な短編小説 を分析す るに
あたって、論者 は物語 内容の解釈 に終始 して きた先行研 究の 問題点 を踏 まえて、 「僕」の語 り
及び 作品全体 の構造 の解明 を考察 の基軸 に据 える。そ の結果、 「風博士」 は、既存 の論理や真
理 を揺 るが し覆す 「僕」 の語 りが最終的 にそれ まで の内容 を無化す るが如 き 〈笑 い〉で閉 じ ら
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れ る こと に よ って 、 一 義 的 、 合 理 的 な 意 味 統 合 を徹 底 して 拒 絶 す る 「意 味 、 無 し」 の作 品 と し
て 捉 え られ る。 そ して そ こに、 「人 間 の あ りの ま ま の混 沌 」・矛 盾 ・不 合 理 の 「全 肯 定 」 に向 け
られ た 安 吾 の 「フ ァル ス 」 の方 法 の 具 現 化 が 見 出 され る。 安 吾 の 「フ ァル ス 」 は そ の よ う に既
成 の論 理 や 合 理 性 を解 体 す る力 を備 え る もの で あ り、 そ こで 見 据 え られ て い る矛 盾 、 不 合 理 を
抱 え る存 在 と して の 人 間 の 認 識 は 、 〈ふ る さ と〉 の 発 見 にお い て 見 出 され た 「現 実 」 を確 固 た
る基 盤 と して い る こ とが 明 らか にさ れ て いる。
第 ■部 「「人 間」 の 探 求 戦 争 を契 機 と して 一 」 は、 昭和 十 年 代 を 中 心 に、 戦 中 か ら敗
戦 に至 る時 期 の 作 品 を扱 う。 中心 的 に取 り上げ られ る の は、 『吹 雪 物 語』 と 「日本 文 化 私 観」
で あ り、 これ らの 戦 争 と 人 々 の 「生(活)」 を描 い た 作 品 の 分 析 を とお して、 安 吾 の 人 間 認 識
に考 察 の 焦 点 が 据 え られ て い る。
第 三 章 「一 九三 〇 年代 の恋 愛 ・ 　 『吹雪 物 語 』 論 一 」 は、 従 来 、 安 吾 の実 人 生的 体 験 を 背
景 に読 み解 か れ て き たr吹 雪 物 語 』 に つ い て、 副 題 と して付 さ れ た 「夢 と知性 」 とい う言 葉 に
着 目 しつ つ 、 この 長編 小 説 が描 き 出す 恋 愛 の不 可 能 性 の 問題 を 、 近代 とい う時 代 との交 差 に お
いて 捉 え よ う とす る。 主 人公 で あ る 「理 知 的 」 な 青木 卓 一 は、 恋 愛 の裡 に 「現 実 」 を超 克 した
「夢 」 の 世 界 を求 め て挫 折 す る。 そ の恋 愛 の破 綻 を とお して卓 一 は、 作 品 の終 盤 にお い て 「な
つ か し さ」 に満 ち た 「現 実 の発 見 」 に 立 ち 至 る。 そ れ は 、 「知 性 」 に よ る 「現 実 」 の 乗 り越 え
や 「知 性 」 を越 え た 「夢 」 の希 求 で は な く、 む しろ積 極 的 に 「現 実 」 そ の も の を受 容 す る姿 勢
の獲 得 と見 倣 され る が、しか し作 品 の末 尾 にお いて 、そ う した卓 一 の存 在 が相 対 化 に さ らされ 、
作 品 は 混 迷 を示 して 閉 じ られ る こ とに な る。 「夢 」 と 「知 性 」、 「現 実 」 と 「夢 」 とい っ た 二 元
論 的 な 布 置 の下 に極 め て錯 綜 した 展 開 を見 せ る こ のr吹 雪 物 語 』 は、 こ の よ う に 当時 の安 吾 自
身 の 「迷 い」 を映 し出 した作 品 と して 捉 え られ る。 そ して そ う した二 元 論 的 思 考 か らの脱 却 に
お いて 、 「日本 文 化 私 観 」 に提 示 され る 、 近 代 と い う 時 代 を超 克 す る 論 理 の 成 立 が 初 め て 可 能
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とな っ た と指 摘 す る。
第 四 章 「「生」 を め ぐる抗 争 「日本 文 化 私 観」 論一 」 は、 安 吾 の 最 も重 要 な 評 論 の 一
っ 「日本文 化 私 観 」 を取 り上 げ 、 戦 中期 の安 吾 の思 想 を考 察 して いる。 従 来 この 評 論 は、 安 吾
に よ る合 理 主 義 も し くは機 能 主 義 の主 張 と捉 え られ て き た が 、 論 者 は そ う した 先 行 論 を 斥 け、
む しろそ こに は 「伝 統 」 対 「合 理 」 ど い った 戦 時 下 に横 行 した 二項 対 立 的 な 発 想 を 突 き崩 し、
そ の 無効 性 を告 げ る論 理 が 認 め られ る と指 摘 す る。 そ の よ うな 論 理 の基 盤 を なす の は、 「人 間」
の 「や む べ か らざ る必 要 」、 「や み が た い」 「要求 」 を 注 視 す る安 吾 の認 識 で あ り、 同 じ く代 表
的 な エ ッセ イ 「文 学 のふ る さ と」 を参 照 す る こ とに よ って 、 〈ふ る さ と〉 の発 見 の うち に獲 得
され た 「分 裂 」 「矛 盾」 を 抱 え た 存 在 と して 「人 間 」 を捉 え る 認 識 が 、 そ う し た安 吾 の 発 想 を
確 固 と して 支 え て い る こ とが 明 らか に され る。 そ して 『吹 雪物 語 』 の挫 折 を経 て 見 出 され た こ
の安 吾 の思 考 が 戦 中期 の 思 想 状 況 の 中 で 担 う意 義 に言 及 して い る。
第 皿部 「安 吾 の 戦 後 批 判 ・ 格 闘 の 政 治 学 」 で は、 戦 後 の 時 代 状 況 の 中 で 、 「人 間 」 探
求 のモ チ ー フが 一 層 深 め られ な が ら、 多 岐 にわ た る創 作 活 動 を展 開 して い った 晩 年 に至 る時 期
の 安 吾 の 問 題 が 論 じ られ る。
第 五 章 「巷 間 の 美 学 『安 吾巷 談 』..」 は、 政 治 や 宗 教 の 問題 か ら身辺 雑 記 に至 る広 範
な 内容 を もつ ル ポ ル ター ジ ュ 形 式 の 評 論 『安 吾 巷 談 』 を取 り上 げ て い る。 この 作 品 には 、 「巷
談 師 」 と して の 「私 」 が 登 場 し、 巷 間 の 様 々 の 事 象 を写 し取 っ て ゆ く が 、換 言 す れ ば そ れ は
「巷 談」 の 形 式 で 「書 く」 こ とに よ っ て 自 らが把 握 す る 「現 実 」 を呈 示 す る行 為 に他 な らず 、
戦 後 とい う時 代 に 直接 的 に 関 わ ろ う とす る安 吾 の方 法 、 そ して そ う した 安 吾 を支 え る美 学 が そ
こ に見 出 され る と論 じて い る。 併 せ て この よ うな 「現 実 」 の捉 え方 が 、 同時 期 の 安 吾 の 歴 史 へ
の 関 心 と確 実 に通 底 して い る こ とが 指 摘 され る。
ミステリ　
第六章 「〈歴史 〉の 「推理」 「明治 開化 安 吾捕物」一 一」は、戦後 の安 吾が旺盛 な筆
力を発揮 した一連 の推理小説 を、安吾 の 〈歴史〉認識 との関連 にお いて問題 にして いる。 分析
の対象 とされ るのは、 「明治 開化 安吾捕物」全二 十篇であ り、そ こに登場 す る探偵結城新 十
郎の推理方法 が、単な る過去 の事実 を明 らか にす ることではな く、読み解 かれるべき謎 として
の 〈歴史〉 の遡行、解明 として あること、 しか しその推理は結局 〈歴史〉 を完 全 に解 明する こ
とな く謎 を深 めた まま に終わ る ことを指摘す る。そ して安吾のエ ッセイ 「歴 史探偵方法論」 を
参 照す る ことによって、 「安吾 捕物」 に安吾の歴史観 が深 く関与 して いる ことを明 らか に した
上で、 「安吾捕物」が提示 しているのは、 「推理」 という論理 に裏打ち され、なおかつそれ に背
理 して存在す る 〈歴史〉 をめ ぐる認識の 問題であった と論 じている。
第七章 「視線 の対決 「夜長姫 と耳男」論 」では、戦後 の安吾 文学 の傑作 として評価
され る 「夜長姫 と耳男」 が取 り上げ られ る。論者は、多 くの先行研 究が閑却 してきた問題 とし
て、作 中に繰 り返 し描き込 まれ る夜長姫 と耳男 との梶線の交錯、 対決の場面 に注 目す る。そ の
観点か らス トー リー を辿 り直 し、両者の関係の変容 を跡付ける ことによって、従来 問題 とされ
て きた夜長姫の最後の言葉 を、無意識の うち に耳男が束縛 されているあ らゆる規範や秩序 を徹
底的 に脱却す ることを説 くメッセー ジとして捉えている。 更に 「目(眼)」 「見 る」 とい う問題
に関 して、安吾の 「教祖の文学」 に触 れつつ小林秀 雄 を取 り上げ 、 とくに歴史観 にお ける両者
の差異 を明 らか にする。 そ して小林批 判の根底をなす安吾 固有 の 「人間」認識 が夜長姫 の造 型
にも反映 して いる ことが指摘 されている。
「終論 現代 における安吾」 は、 各章で考察検討 した論点 を整 理、要約 しつ つ、 固有 の 「現
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実」 の認識 と徹底 した 「人間」 の探求に貫 かれた坂 口安吾 の文芸が現代 において担 う意義 と可
能性 に言及 している。
本論文は、最初期か ら晩年にいたる坂 口安 吾の主 要な作 品を考察 の対 象 とし、精緻 に して鋭
利な分析を加えている。論者 は、ご く一部 の作 品に関心が集 中 してきた先行研究 の動 向、そ し
て類 型的なイデ オ ロギ ー批評 に傾斜す る近時 の安吾研究 の状況 を批判的 に踏 まえる ことによっ
て、 同時代 の現実 に積極的に関わ りつ つ、 小説 のみな らず評論、風俗 ・社会批評そ の他、広範
に展 開 され た安吾 文学の総合 的な把握 を試み ている。本論文 が戦 前 ・戦 中 ・戦後 という時代 区
分 を論述 の枠組 み として設定 し、 また従来殆 ど論 じられ る ことのなか った安吾作 品をも考察 の
対象 としているのは、それ故 の ことに他 な らない。そ してそ うした多 岐にわた る安吾文学 の中
核 をなす のは、 矛盾や不合理、 分裂 を抱 えた 人間 を全的 に肯定す る安吾 の認識で あ り、それが
初発期 か ら晩年 に至 る安吾 の多様 な作 品の成立 の母胎 とな った ことが明快 に論 じ られて いる。
作 品の内在 的解釈 に とどまる ことな く、 日本近代 の社会的、政治的状況 との交差 の様相 を見据
える視点 を とお して、安吾文学が備 える批評性 の所在 もまた周到 に解 き明か されて いる。安吾
文学 の総体 を視野 に入れ た本論文 の意欲的な考究は現時 の安吾研究 に軌道修正 をせ まるもので
あ り、斯学 の発展 に寄与す るところ大な るものが ある。
よって本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと認
め られ る。
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